
令和６年度宇部市人権施策推進審議会（第２回） 

開会年月日時 令和６年７月１０日（水）午前１０時００分 

閉会年月日時 令和６年７月１０日（水）午前１１時２０分 
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令和６年度宇部市人権施策推進審議会（第２回） 

議  事  録（要約） 

 

１ 議  題 

 

 （１）「（仮）宇部市人権尊重のまちづくり条例」について 

 

  事 務 局          － 資料説明 － 

 

    会  長    ただ今事務局からあった説明について、何か質問はある

だろうか。 

 

 <質疑応答> 

 

   委  員    資料２の調査結果についてだが、科学的な統計の方法に基

づいて実施していると思うが、対象者はどのように抽出し

たのか。 

           また、どのような方法で意見聴取をしたのか。 

 

   事 務 局    対象者は無作為抽出し、意見は郵送で徴取している。 

 

   委  員    人権侵害はマイノリティに集中的に表れやすい。 

           宇部市には、女性、障害、同和問題といった個別の内容

について令和２年度に聞き取りを実施した人権に関する

市民意識調査の調査結果がある。 

           これらの個別の調査結果が示されれば、今後審議する中 

で資料となると思う。 

 

   事 務 局    資料２には、「人権侵害をされたと思った内容」について

の資料を添付している。 

 

   委  員    資料２で「人権尊重意識の定着状況」について示されて

いるが、今回、条例を策定する必要性について、改めて意

識調査を実施する予定はないのか。 

資料２で示されている令和２年度に実施した人権に関す

る市民意識調査の調査結果は条例を策定する根拠になら

ないのではないか。 
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           「今の宇部市は１０年前と比べて人権が尊重された都市

になっていると思いますか」という設問に対して、「そう

思う」と答えた人の３１．５％をどう判断するのか。私は

大きい数だと思う。 

           条例策定について審議している現時点での意識調査が必

要なのではないか。 

 

   会  長     それぞれの立場から意見はあると思うが、皆にとってど

のような条例であれば意義があるものなのかを審議する

場なので、発言されていない委員からの意見を伺いたい。 

 

   委  員    無作為で選出された中に、障害のある方がどのぐらい含

まれていたのか？ 

           どのような人権侵害があるかどうかは各委員が所属して

いる団体が一番知っているはず。調査をするのであれば、

各委員が所属している団体に委託して再度調査をしてみ

るというのも手段ではないか。 

           どのような条例にしていくのか考える際にも参考となる

はず。 

 

   会  長     資料１の「委員からの意見」では条例の記載内容に関す

る意見もいただいている。 

           皆にとってどのような条例であれば意義があるのかを議

論したい。 

           事務局より、資料の続きについて説明をお願いしたい。 

 

事 務 局          － 資料説明 － 

 

   会  長     ただ今事務局からあった説明について、何か質問はある

だろうか。 

 

 <質疑応答> 

 

委  員    資料４についてだが、同和問題について条例に記載しな

いということなのか。 

条例には、元々は同和問題が人権問題の起因となってい

るので、そのような内容を記載して欲しい。 

 

事 務 局    個別の人権課題については、宇部市人権教育・啓発推進
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指針に記載しているので、条例には指針に関する事項を記

載したい。 

 

委  員    同和問題というのは国が作ったもの。 

           現在でも、部落差別は面と向かって言われることは無い

が陰では言われる。 

           今の若い人達が、同和問題を学校でどのように教えられ

ているのかわからない。 

 

事 務 局    条例の記載内容に関する委員の意見については、資料４

の表１に列記している。 

           他市の条例や宇部市人権教育・啓発推進の指針を照らし

合わせた時に、すべての内容を条例に記載することは膨大

な内容となることから、市としては理念条例的なものを考

えている。 

           人権課題でも今ある課題や今後出てくる問題等もあるが、

必要な事項については宇部市人権教育・啓発推進指針を改

定しながら施策を進めていきたい。 

           個別の人権課題について、条例の１つに入れるかどうか

前文に入れるかどうかについては審議会で審議していた

だきたい。 

 

委  員    宇部市人権教育・啓発推進指針では賄いきれないので条

例を作るのであれば、個別の問題を条例に入れないという

のは矛盾しているのではないか。 

条例（素案）を示すのであれば宇部市人権教育・啓発推

進（改定案）も併せて示してもらわなければならない。 

 

事 務 局    本市の人権行政は、宇部市人権教育・啓発推進指針に基

づき施策を進めている。宇部市人権教育・啓発推進指針は

市の内部で作成しているものにとどまっているのが現状

であり、宇部市民の中でより広く一丸となって取り組んで

いくには礎となる条例が必要と思っている。 

 

委  員    同和問題の扱い方だが、資料５の丸亀市の条例第３条の

ような書きぶりになるのか。 

           「門地」や「出身」と記載すると同和問題のことと繋が

りにくいので、同和問題と繋がる「被差別部落」や「同和

地区」と書いて欲しい。 
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           また、宇部市人権教育・啓発推進指針に記載のあるハン

セン病やアイヌの問題、ＨＩＶの問題等を網羅した内容を

入れて欲しい。 

 

事 務 局    条例制定に向けた市の考えについても意見があれば率直

な意見をお聞かせいただきたい。 

 

委  員    諮問を受けた我々が条例（素案）を作るのか。 

「なぜ条例が必要なのか」という議論を進めていかない

と答申ができない。 

           同和問題に特化して議論することが必要なのか。 

同和問題は同和対策事業特別措置法が終わり、新たな段

階にきている。 

           差別の問題については、考え方の違いが出るところ。 

           皆で取り組んでいくための条例にするためには、慎重に 

           考えていく分野だと思う。 

個人的には、同和問題に特化した条例を作ることは反対。 

           審議会の見通しについてだが、我々は条例（素案）を作 

           るところまでが役割なのか。そうであるならば、今後の日 

           程等について知りたい。 

今後、どうしても意見の折り合いがつかない場合は、ど 

のように決定していくのか。 

 

事 務 局    審議会については、市長の諮問を受けて開催するもの。 

最終的には、条例（案）をパブリックコメント等実施し

たうえで、令和７年度の議会に提出したいと考えているが、

審議会で十分に審議していただきたいと考えている。 

       宇部市人権施策推進審議会条例では、意見が割れた時は

過半数で採決することとなっているが、可能な限り総意で

お願いしたい。 

 

委  員    審議会で十分に審議して欲しい。最終的には審議会の総

意で出してもらいたいというのはとても大事なこと。 

           我々自身も意識しながら素直な意見交換を実施していき

たい。 

 

委  員    他市町の条例について資料提供されているが、どのよう 

に受け止めたらよいか。 
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事 務 局    資料４の表３に基づいて選定した条例をお渡ししている。 

今後の議論の中で参考にしていただきたい。 

 

委  員    インターネット上における誹謗中傷等が問題であり、国

会では「プロバイダ責任制限法」が改正され、「情報流通

プラットホーム対処法」ができた。違法通報があればガイ

ドラインに基づいて削除するかどうかを申出者に回答す

ることとなった。 

           宇部市人権教育・啓発推進指針にも少し記載してあるが、

削除要請や相談体制について今後審議していきたい。 

           「差別の禁止」についてだが、市として差別行為者への

調査や指導ができる権限を記載したほうがよいのではな

いか。実効性のある内容が含まれた記載がいるのではない

か。 

           相談体制については、被害者の多くが泣き寝入りであり、

行政機関へ相談に行っていないのが現状であるため、条例

で整備する必要がある。 

 

事 務 局    本日いただいた意見を基に、次回の審議会までには条例

（素案）を示したいと考えている。 

 

委  員    今日出てきた意見からするとすごく難しい議論をしてい

ると思う。 

           令和７年度中に議会に提出したいというゴールを外すこ

とはできないものなのか。 

 

事 務 局    令和７年度中を目標としたい。 

 

委  員    他市町の条例に関する資料を見ると、条文の数に違いが

あるが宇部市としてはどのぐらいの条文の条例を考えて

いるのか。 

 

事 務 局    理念条例のレベルと考えている。 

 

委  員    資料５の条例を見ると、条例によって入っている内容も

あれば入っていない内容のものもあるが、市としては入っ

ていない内容については盛り込まないという趣旨なのか。 

 

事 務 局    どのような内容を盛り込むのかについては、いろいろな
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考え方があると思うので、あえて市が決めることはせずに、

まずは審議会で議論してもらいたい。 

 

委  員    条例には地域によって問題が異なるので、宇部市の課題

をキーワードとして前文に盛り込むことを考えて欲しい。 

 

委  員    次回は、事務局から条例（素案）を示して欲しい。 

      条例（素案）を持ち帰り、それぞれの団体の中で話をし

たいと思うので、その時間も考慮しておいて欲しい。 

 

委  員    こどもたちでも、わかりやすい・見やすい表現を使用し

て欲しい。 

           若者や高齢者が条例を知るための方法も踏まえたうえ、 

周知方法を検討しておいて欲しい。 

 

（２）その他 

 

事 務 局    本日の審議を受けて、次回開催については、日程等につ

いて事務局で会長と調整することとしたい。 

 

 

２ 閉会 


